
 

 

 
 
 
 

日本記者クラブ 

研究会「大使に聞くブラジル」 

 

24 時間の長旅に耐えてでも、一度

訪問すればわかるその潜在力 

  
島内 憲 
（しまのうち けん） 

前ブラジル大使 
 

２０１０年１０月１８日 

 

島内さんは、「４年間でブラジルは大きく変貌し、大使としてエキサイティングだ

った」と前置きし、ブラジルの特徴として①安定感がある大国②世界一の親日国③

広く深い国でビジネス機会が多い④日本にとって 重点国のひとつ――をあげた。

ブラジル経済について、2010 年の成長率が 7.5％の高度成長を見込み、外貨準備高

が４年前の 800 億ドルから 2800 億ドルに増え、石油の自給も達成し、しかも平均年

齢 29 歳と若く、60 の民族から成る多民族国家だ、と説明。「第２のアメリカ合衆国

となるポテンシャルを持つ世界で唯一の国だ」と表現した。日本との関係では、①

日系人が 150 万人いる世界 大の日系社会②製鉄、アルミ、農業開発など日本が協

力した大型プロジェクトの成功③JICA の技術協力研修生 OB が 8000 人もいる ODA の

実績――を指摘し、日本の比較優位を強調した。サンパウロ・リオデジャネイロ新

幹線計画を日本が落札すれば、日伯協力史上 大のプロジェクトとなることも訴え

た。ブラジル関係の書籍が日本では少なく、ブラジルの情報が日本では共有されて

いないと懸念も示した。 

司会 日本記者クラブ企画委員 小此木潔（朝日新聞論説副主幹） 

動画は Youtube の日本記者クラブ専用チャンネルでご覧になれます。ホーム

ページ http://www.jnpc.or.jp からアクセスできます。 

○C 社団法人 日本記者クラブ 
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島内大使 この 1～2 年、日本に一時帰国す

るたびに講演の依頼を受けることが多く、ブラ

ジルに対する関心が高まっているのではないか

なと感じていたのですけれども、きょう、日本

記者クラブにお招きいただきまして、日本の関

心は本物なんだなと確認することができて、大

変うれしく思っております。 

ブラジルに丸 4年在勤しまして、先月帰国し

たところです。自慢話に聞こえてしまうかもし

れませんけれども、4 年というと歴代の在ブラ

ジル日本大使で3番目に長い在勤期間です。ち

ょうどブラジルが大変貌を遂げる中で、日本と

ブラジルの関係が急速に活性化した時期に重な

っていまして、非常にエキサイティング、非常

にやりがいのある 4年間でありました。 

きょうお話しすることのエッセンスを 初

にご紹介したいと思います。 

 

最も安定感がある新興国 

 

次の 4点に集約されます。 近、世界的な資

源の需給が逼迫する中で、資源国との関係がク

ローズアップされているわけですが、ブラジル

は、世界有数の資源大国であるのみならず、政

治経済の両面で、新興国の中で、 も安定感の

ある、バランスのとれた国である。 も先行き

不透明感の少ない国であることに注目する必要

があるのではないかと思います。 

第 2点目ですけれども、ブラジルは正真正銘

の世界一の親日国であります。そういう点にお

いて、我が国は比較優位を持っていることを銘

記する必要があると思います。 

ここで親日というと、何となく浪花節の世界

の話のように受けとめられがちですけれども、

私は国際政治のダイナミクスの中で、この親日

ということがどういう意味合いを持っているか、

やっぱりこれは客観的に評価する必要があるの

ではないかと思っております。 

第 3点目は、ブラジルという国は、特に経済

ですけれども、非常に間口が広くて奥行きが深

い国であります。ということは、いろいろなビ

ジネス機会がある。いろんな機会がふえる一方

であるということです。したがいまして、今後、

広範な分野で、日本にとって重要なパートナー

になっていくことが予想されます。中長期的な

観点から、特に科学技術分野の協力が重要なの

ではないかと、個人的に考えております。その

辺については、後でもう少し詳しくご紹介した

いと思います。 

それから第 4点目ですけれども、今後、ブラ

ジルは我が国自身が繁栄を確保する上で、 重

点国の一つとして位置づけて、マルチの分野を

含めて、二国間関係を抜本的に強化しなければ

ならない国なのではないかと考えております。 

 

7.5％成長は「ブラジルの奇跡」以来最高 

 

それでは、各論に入ります。まずブラジルの

経済の現状から入りたいと思います。ことしの

経済成長率は、大体７％から 7.5％ぐらいにな

るのではないかといわれています。 近は、

7.5％という数字をよく聞くようになっていま

す。これは、近年で も高い、「ブラジルの奇

跡」の時代以来、 も高い数字であります。 

ブラジルは、かつて“永遠の未来の大国”と

揶揄されていた時期があったわけですけれども、

私が 2006年 9月に着任したときには、ＢＲＩＣ

ｓの一角を占める国として、ようやく世界の関

心を集めるようになっていました。ただ、当時

は、ブラジルの内外に、これに対して懐疑論が

ないわけではありませんでした。 

ところが、4 年たったいま、どうなっている

かと申しますと、ブラジルはリーマンショック

の試練を経て、世界の新興国の中でも、 も安

定感のある国として、一目置かれる存在になっ

ているといえると思います。我が国でも、ブラ

ジルを見る目が変わってきているのではないか

と、肌で感じます。 

ブラジルは、かつてハイパーインフレと累積

債務の代名詞のような存在であったわけですが、

90年代以降の健全経済運営によりまして、まず

インフレを克服し、いまでは、投資不適格国か

ら適格国に、各格付け機関によって格上げされ
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ています。債務国から、いまでは純債権国へ大

変身を遂げています。 

ちなみに、現在のブラジルの外貨準備高は、

お手元の資料（後掲）には 2,680億ドルと書い

たと思いますけれども、2～3日前、Webサイト

を調べましたら、もう 2,800億ドルになってい

るようでございます。ちなみに私が着任したと

きには、外貨準備はまだ 800億ドルでございま

した。 

それから、長年ブラジル経済のアキレス腱だ

ったのは、石油の輸入依存であったわけですけ

れども、いまでは、石油の自給を達成していま

して、そう遠くない将来、世界の主要産油国の

仲間入りをすることはほぼ間違いないといわれ

ています。 

 

中国、アメリカ、インドに次ぐ世界４位の

経済になる 

 

経済規模は、いま 2兆ドルに近づきつつあり

ます。順位は世界 8位でございますけれども、1

～2年のうちに、ヨーロッパのＧ7諸国を追い抜

き始めるのではないかと思います。 

いずれにしても、2014 年のワールドカップ、

それから 2016 年のリオオリンピックが予定さ

れていますので、今後とも、力強い成長が続く

のではないかと思われています。世界経済にお

けるランキングは、 終的には、中国、アメリ

カ、インド、ブラジルの順、世界第 4位になる

といわれています。 

ブラジルの強みは何かという点ですけれど

も、ほかの新興国、ほかの資源国にない特徴が

いくつかあります。1 つは、ブラジルは実に幅

広い分野において並外れたポテンシャルに恵ま

れている国であります。お配りのファクトシー

トの下半分のほうをごらんになっていただきた

いと思いますけれども、金属資源、いろいろ持

っています。金属資源の中でも、鉄鉱石とか、

アルミニウムはすでに世界のトップクラスです

けれども、今後、ウラニウム、さらにウラン、

さらにはレアメタル、レアアースも注目しても

いいのではないかと思います。 

石油は先ほど申しあげましたように、すでに

石油開発がどんどん進んでおりますし、自然エ

ネルギーも、エタノールの生産量は 2位、輸出

量は世界一で、大きなユーザーであります。電

力も 90％水力発電で、自然エネルギー、クリー

ンエネルギー、エネルギー大国であります。淡

水は、地球上の淡水の 5分の 1はブラジルにあ

るといわれています。それから、熱帯雨林の 3

分の 1がブラジルにあるといわれています。と

いうことで、ありとあらゆる資源を非常に豊富

に持っているということです。 

食料生産のポテンシャルも世界で断トツの

存在でして、耕地面積は現在 7,600万 haといわ

れていますけれども、さらに、一切森林を伐採

することなく、2億 haの農地をふやすことがで

きるといわれています。 

それから、工業セクターも発達しております

し、航空機の製造、バイオ燃料、それから深海

油田の開発などでは、一部分野では世界でトッ

プクラスの技術を持っている国であります。 

ということで、非常にバランスのとれた経済

をブラジルは持っていまして、一部の資源国に

見られるモノカルチャーの脆弱性が全くござい

ません。 

人口は、現在 1億 9,400 万人、世界で 5位で

す。かつ、ブラジル人の平均年齢はまだ 29歳と

非常に若いのですが、出生率は先進国のレベル

に近づきつつありまして、 終的には人口は、2

億を超えたところで――その辺いろんな説があ

りますけれども――多く見積もって、2億 2,000

万人ぐらいのところで横ばいになるのではない

かといわれています。 

これはどういうことを意味するかと申しま

すと、資源、食料の輸出国としてのポテンシャ

ルを、長期にわたって維持し続けるということ

でして、中国、インド等ほかの新興国の発展も

支え続けるという意味において、非常に強い立

場にある国であるということです。 

世界の食料安全保障においても、今後ますま

す重要な役割を果たすことが期待できる国です。

ちなみに、日本の鶏肉輸入の 95％はブラジル産

です。オレンジジュースの輸入の 75％もブラジ
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ルから来ています。 

政治面では、民主体制が完全に定着しており

まして、新興国の中で も先行き不透明感が少

ない国であるといえると思います。民族紛争と

か、宗教紛争などといった、きな臭い話は一切

ございません。むしろ、ブラジルは 60の民族か

ら成り立っている多民族国家なのですけれども、

これがブラジルの活力の源泉の一つになってい

ます。 

 

第２のアメリカになりうる唯一の国 

 

以上、いろいろブラジルの特徴を申しあげま

したけれども、その多くは、アメリカ合衆国に

そのまま当てはまる特徴です。私は個人的には、

ブラジルは、第2のアメリカ合衆国になるポテ

ンシャルを持った、世界で数少ない、おそらく

唯一の国なのではないかと思っております。 

それから、ブラジルは、経済力を伸長させる

とともに、国際舞台においても、主要プレイヤ

ーとしての役割を増大させています。以前から、

ＷＴＯ、あるいは安保理改革などで重量級のプ

レイヤーとして存在感を発揮しているわけです

が、今後、Ｇ20、核軍縮、気候変動などにおい

ても途上国の良識派としての大きな役割を果た

すことが期待されます。 

ブラジルという国は、我が国とも民主主義、

人権尊重、市場経済といった基本的価値観を共

有していますけれども、のみならず、世界のあ

るべき姿についても、多くのビジョンを共有し

ています。 

例えば、ブラジルはＢＲＩＣｓの中で唯一の

非核兵器国です。それから、非常に高い環境意

識を持ったクリーンエネルギー大国です。そう

いう点でも我が国と協力を増大させる余地は大

いにあるのではないかと思っています。 

それで、我が国にとって非常に重要な点は、

ブラジルが新興国の中で指導的な役割を果たす

ことが、我が国自身の国益に合致しているので

はないかということです。我々は、この点を十

分押さえておくことが必要なのではないかと思

っております。 

経済の先祖返りが問題に 

 

一方、すべてバラ色というわけではございま

せん。ブラジルはいろいろな課題を抱えている

ことも事実です。特に、 近、深刻な問題とし

て話題になっているのは、経済構造の先祖返り

の問題です。 

それは何かと申しますと、リーマンショック

後、ブラジルの経済は、旺盛な内需とともに中

国などに対する鉄鉱石、大豆などの一次産品輸

出の好調に助けられて、いち早く経済回復を達

成したわけですが、その結果として、いま、輸

出の一次産品依存率が急速に増えています。

2000 年代の初めごろは 20％代だった一次産品

依存率が、いま 40％代の半ばまで増えています。

このことが、経済の高付加価値化を悲願とする

ブラジルにとって、大きな懸念材料になってい

るわけです。 

それからもう一つ、 近、ブラジルにとって

深刻な問題になっているのは、ブラジル通貨、

レアルの対ドルレートの上昇がとまらないこと

です。もともと、ブラジルという国は、高コス

ト構造でして、製造業、製品輸出の競争力は、

あまりなかったわけですけれども、為替高がこ

れに追い打ちをかける形で、ブラジルの製造業

に非常に大きな悪影響を及ぼしているのが、現

状です。 

ブラジルがグローバル化の時代において、国

際競争力、とりわけ製造業の競争力を維持し向

上させるためには、長年、課題になっている構

造改革を実施することがいよいよ急務になって

います。構造改革で も必要とされているのは

3 つありまして、一つは税制改革。ブラジルの

税制は非常に複雑で、かつ税率が高いのです。

税負担のＧＤＰ比が 35％と、先進国並みのレベ

ルであります。 

それから年金改革、公務員年金が非常に財政

の圧迫要因になっておりますし、労働法制も非

常に硬直的なのが、新規雇用に対するディスイ

ンセンティブになっているという問題になって

います。 

こういった問題がありますので、ブラジルの
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潜在成長力は、現在 4.4％～4.5％程度であると

いわれています。つまり、インフレなき成長の

上限値はそのぐらいだといわれているわけです

けれども、この潜在成長率は、今後、少しでも

中国、インドに近づけるためには、こういった

課題は避けては通れない状況になっています。 

ただ、一方において、これらの問題は決して

解決が容易な問題ではありませんけれども、よ

くみてみますと、強力なリーダーシップがあれ

ば、解決可能な問題ばかりなのです。多くの国

は、答えのない問題を抱えているわけですけれ

ども、ブラジルの場合は、政治、経済両面で決

定的なネックになる問題がないということです。

したがいまして、時間はかかるかもしれません

けれども、ブラジルは今後、確実にいい方向に

向かうと、ほとんど断定的にいってもいいので

はないかと思います。 

それから、 近、もう一つ問題になっている

のは、これはことしが選挙の年であることと関

係あるのかもしれませんが、官僚機構の肥大化

とか、年金の引き上げに起因する財政支出の急

速な膨張が進んでいまして、内外の懸念が高ま

っています。この点につきましては、先ほど申

しあげました、ブラジルの健全経済運営路線と

いうのは、ほとんどブラジルの国是として定着

しているのです。ブラジルの政権が、もしかつ

てのような放漫財政路線に回帰して、インフレ

が再燃すれば、命取りになるということは極め

て明白です。今月末に大統領選挙の決戦投票が

予定されていますけれども、だれが大統領にな

っても、この辺のところは守る、とにかくイン

フレを抑えることを 優先する経済政策は変わ

らない、ということは間違いないと思います。 

 

日本は比較優位を発揮する時 

 

次に、日本とブラジルの二国間関係に目を向

けたいと思いますけれども、 近、両国関係は

めざましく進展しているといえます。両国間の

貿易、それから、日本の対ブラジル投資ははっ

きりと増加傾向にありまして、統計数字にもあ

らわれています。2009年はリーマンショックの

影響で、貿易、それから日本の対ブラジル投資

とも大幅に後退しましたけれども、ことしは、

おそらくリーマン以前の水準を回復するのでは

ないかと思われます。多分、超えるのではない

かと思われます。 

ちなみに、昨年、国際協力銀行（ＪＢＩＣ）

の国別エクスポージャーで、ブラジルはインド

ネシアを抜いて世界一になっています。我が国

企業としては、欧米、さらに 近では中国、韓

国の企業との熾烈な競争にさらされてはいます

けれども、チャンスが次々とあらわれている状

況だといえるのではないかと思います。 

このチャンスを生かすためには、我が国とし

ては、長年築きあげてきた比較優位を 大限発

揮することが、いま求められているのではない

かと思います。その比較優位とは何かと申しま

すと、もちろん技術力というのはあるのですけ

れども、非常に大きいのは、ブラジル特有のフ

ァクターとしては、親日と対日信頼があるわけ

です。 

ブラジルは、先ほど申しあげましたように、

世界一の親日国です。2008年、一昨年、日本人

ブラジル移住 100周年行事がブラジル各地、お

よび日本国内で行われ、ブラジルでの記念式典

にご出席のために皇太子殿下にご訪問をいただ

きました。そのときの非日系を含む全ブラジル

人の熱烈な歓迎ぶりは、極めて印象的でした。 

ブラジリアに殿下が来られたとき、大統領府

で非常に大きな式典をやったのですけれども、

それ以外にも、議会の議場で歓迎式をやったの

です。そのとき、下院の議場がいっぱいになる

ぐらい人が入っていました。700 人以上いたの

ではないかと思います。そのときの熱気は非常

に印象的でした。 

これを一つの例として申しあげるのは、普通、

外国の元首、リーダーがブラジルの議会を訪問

して、こういう歓迎式典をやっても、議員さん

は 20～30人ぐらい来ればいいほうなのです。で

すから、これはもう前代未聞の歓迎ぶりだった

のではないかと思います。 

ブラジルがこれほど親日的な理由は何なの

かということですけれども、私は少なくとも 3
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つ理由があるのではないかと思っております。 

 

150万人 世界最大の日系社会 

 

1 つは、ブラジルに、ご承知のとおり、世界

大の日系社会がございます。150 万人の日系

人がいるわけですけれども、これは全世界の日

系人の 60％に相当します。それで、日本人の移

住者と、その子孫たる日系人は、そのまじめさ

勤勉さをもってブラジル人の尊敬を集めていま

す。ひいては、このことが日本と、日本人に対

する高い評価につながっているということです。 

それから、ブラジルの日系社会の外延の広さ

も着目する必要があるのではないかと思います。

日本人の血を引く日系ブラジル人の周りには、

多数の非日系の姻戚や親戚がいます。と申しま

すのも、3世の 40％、4世の 60％は、非日系の

相手と結婚しているわけです。 

ですから、私自身も、何度か経験したのです

けれども、一度、サンパウロの新聞社を訪問し

たら、編集長が、会議が終わった後、ちょっと

自分のオフィスに一緒に来てくれというのでつ

いていったら、子どもの写真を見せてくれるの

です。これは実は、自分の孫であると。その人

は非日系なのですが、自分の孫であると。それ

で、お母さんは日系人である。目が細くてかわ

いいだろうというようなことをいうわけです。

そういうブラジル人が非常に多いということで

ございます。 

それから、日系人をクラスメートとするブラ

ジル人、非常に多いんですね。特に、エリート

の間で多いのです。ちなみに、ブラジルで一番

いい大学といわれているサンパウロ大学の学生

の 14％は日系人です。 

それから、ブラジル特有の現象なんですけれ

ども、各地に日本人の入植地、日本人がつくっ

て入植地をルーツとする地方都市が多数ありま

す。大きいところでは、人口が 30 万、35 万に

なっているところもあるわけですけれども、そ

ういうところでは、市長さんが日系人だったり、

あるいは子どものときに日系人の子どもと遊び

ながら育った、日系の家庭で日本食をごちそう

になりながら育ったという非日系のブラジル人

が多数いるわけです。 

そういったブラジルの親日層の数は、数えよ

うがないのですけれども、私は、数千万人いる

のではないかと思っております。 

それから、もう一つ重要な点ですけれども、

これは、ブラジルで物をつくっているメーカー

さん、複数のメーカーさんに伺ったんですけれ

ども、日系人というのは、ブラジルの日系企業

の中で非常に重要な役割を果たしていることで

す。中間管理職として、あるいは製造現場の監

督として活躍しているわけですけれども、その

おかげで、ブラジルでは非常にいいプロダクト

ができるということなのです。やっぱり、現場

の末端まで指示が行き届くので、非常にいい製

品ができるという話を、複数のメーカーさんか

ら私は伺っております。 

ちょっと話が脱線してしまいましたけれど

も、ブラジルが親日的な 2番目の理由をご説明

したいと思います。それは、大型プロジェクト

がブラジルで実施されてきたことです。ブラジ

ルでは 50年代から 70年代にかけて、日本とブ

ラジルの両国の官民の協力により、数々の大型

プロジェクトが、製鉄、アルミ、紙パルプ、あ

るいは農業開発の各分野で行われていまして、

大きな成果をあげています。ブラジルの繁栄の

基礎づくりに大きく貢献しているわけですけれ

ども、こういったいわゆるナショナルプロジェ

クトについては、日本では 近、忘れられがち

でありますけれども、ブラジルの有識者はしっ

かり覚えていてくれているんですね。このこと

も我々は重視する必要があると思います。 

それから、ブラジルが親日的な 3番目の理由

ですけれども、これは、50年間にわたるＯＤＡ

の実績です。特に私は技術協力が大きな役割を

果たしてきたと思います。ブラジルにＪＩＣＡ

研修の経験者、約 8,000人いるのですけれども、

このＪＩＣＡの技術協力プログラムは、ブラジ

ルのエリート層の間で親日層を育てるうえでも

非常に大きな役割を果たしてきているというこ

とです。ちなみに、ブラジルの通信省でデジタ

ルテレビを担当している次官は、ＪＩＣＡの研

修経験者です。 
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こういった長年にわたる努力の積みあげに

より、日本に対する絶大な信頼感がはぐくまれ

てきたわけでして、それが日本にとって大きな

比較優位になっているということであります。 

この対日信頼とも関連するのですけれども、

日本ブランドに対する評価というのは、ほかの

国でもそうだと思いますけれども、ブラジルで

も非常に高いものがあります。例えば自動車を

例にとりますと、日本のメーカーさんのメーカ

ーシェア、全部合わせてもまだ 8％台だと思い

ます。まだ 10％いってないと思いますけれども、

上級車セグメントにおいては、日本のメーカー

さんが圧倒的な強みを持っています。 

それから、エレクトロニクスでは特に薄型テ

レビなどで、日本勢はちょっと苦戦ぎみなので

すけれども、ブラジル人は、いまはまあ日本以

外のメーカーのものを買っていても、もうちょ

っと所得がふえれば、ぜひ日本ブランドを買い

たいと思っている人が多いという話も聞きます。 

もう一つ注目すべきなのは、ブラジルの中上

所得層の総人口は 1億 1,500 万人に達するとい

われています。これは、全新興国の中間層の人

口の約 4分の 1に相当するといわれています。

ルーラ政権になってから、 初の 6年間で、中

間層の人口が 3,400万人ふえたといわれている

のですけれども、2014年までにさらに 3,000万

人ふえるといわれています。 

したがいまして、もちろんブラジルでは、い

わゆるボリュームゾーンを照準に入れたマーケ

ット戦略が重要になっているわけでありますけ

れども、ブラジルの中間層は、上級マーケット

志向が非常に強いので、我が国の企業にとって、

規模が大きいだけではなくて、必ずしも薄利多

売を強いられない、非常に洗練度の高い、魅力

的な市場なのではないか。そういう点にも着目

していいのではないかと思います。 

ちなみに、自動車の販売台数は、ブラジルは

ドイツを抜いてことし世界で 4位に上がること

が確実でして、パソコンでも、すでにことしは

5位になるといわれています。近い将来、3位ま

で上がるだろう。それから、化粧品は、すでに

アメリカ、日本に次いで世界 3位ですけれども、

このことも、市場が先進国型に近づいているこ

とを示しているのではないかと思います。 

 

日本がリードできるのは先端技術分野 

 

次に、21世紀型日伯相互依存関係ということ

についてお話ししたいと思います。 

すでに申しあげましたように、ブラジルは、

資源の面で日本にとって非常に重要な国であり

ますし、それから巨大マーケットとしても非常

に重要です。こういった分野でのブラジルの重

要性は、今後、増大することがあっても低下す

ることは決してないと思いますが、一方におい

て、中国、韓国、あるいは欧州、米国各国の企

業との間の競争も非常に熾烈になっていること

も事実です。 

冒頭で申しあげましたように、日本がブラジ

ルにおいてほかの国をリードできる有望分野は、

私は先端技術ではないかと思っております。と

申しますのも、ブラジルは、一次産品依存から

の脱却、経済の高付加価値化を悲願としていま

す。それで、ブラジルからみれば、日本はブラ

ジルが必要とする 先端技術をいろいろ持って

いるのみならず、ブラジルとの間で長年の協力

の実績がある非常にいいパートナーなのですね。

ベストパートナーなのです。したがいまして、

非常にこの分野は有望だと思っております。 

 

成功した地デジの日伯方式 

 

特に、すでに輝かしい成功例が、この分野で

一つあります。それは、皆様よくご存じの、地

デジ、デジタルテレビでございます。ご承知の

とおり、ブラジルは、世界で初めて日本方式を

採用した国なのです。ブラジルが日本方式に決

めた後、両国で協力してＩＳＤＢ－Ｔ、「日伯

方式」と我々はいま呼んでいるのですけれども、

新しい改良型日本方式を開発しています。 

この技術は、世界の 先端を行くものである

と同時に、途上国のニーズに非常に合致してい

るすぐれた技術でして、その辺のところが評価
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されて、すでに南米の国、コロンビア、ウルグ

ァイを除いて、すべての国が日伯方式のデジタ

ルテレビを採用しております。それから中米の

コスタリカ、フィリピンも、日伯方式の採用を

決めておりまして、それだけで、すでに総人口

5.4 億人の国で日伯方式が採用されているとい

うことになるわけです。これは、ＥＵの人口を

上回るという意味で、非常に意味のある数字で

す。 

さらに、アフリカで、ＳＡＤＣ（南部アフリ

カ開発共同体）諸国 15カ国でも非常に関心を持

って、日伯方式の採用が、いま検討されている

ところです。 

どうしてこれほどデジタルテレビで日本と

ブラジルの協力がうまくいっているかと申しま

すと、一つは非常にいいプロダクトができたと

いうことですが、もう一つは、日本とブラジル

がそれぞれ持ち味を生かしながら、一緒になっ

て各国に売り込んだからであります。 

もう一つ重要な点は、こういった協力は、ど

この国との間ででもできるものではありません

で、やっぱり、日本とブラジルの間に、長年に

わたる協力実績と信頼関係があったからこそで

きたことなのではないかと思っております。 

もう一つ、 近、動き出した日伯協力ですけ

れども、アフリカの農業開発とそれから世界の

食料安全保障に貢献することを目的としまして、

日本とブラジルは、昨年来、アフリカのモザン

ビークの農業開発に取り組んでいます。三角協

力の形で取り組んでおります。 

ブラジルは、いわゆるセラード計画への日本

の支援を通じて、いまや世界で有数の農業技術

先進国になっているわけですけれども、このモ

ザンビークのプロジェクトは、一言でいえば、

ブラジルで蓄積されたノウハウを、日本とブラ

ジルが協力してモザンビークに移転しようとい

うものであります。とりあえずはテストケース

としてモザンビークを手がけようということに

なっていますけれども、将来的には、熱帯サバ

ンナを有するほかのアフリカ諸国、あるいはそ

れ以外のアジア諸国にもこの協力を及ぼしてい

こうではないか、という話がすでに行われてい

ます。さらに、技術協力のみならず、資金協力、

民間投資にもつなげていきたい、そういうこと

も一応、念頭に置いて進められている協力であ

ります。 

環境分野も非常に有望な協力分野です。なぜ

かと申しますと、日本は、省エネ大国として世

界をリードしているわけですけれども、ブラジ

ルは、世界で もクリーンなエネルギーマトリ

ックスを持っている国です。先ほど申しあげま

したように、電力の 90％は水力です。それから

自動車燃料の 50％は、バイオ系の燃料を使って

いるわけです。 

 

環境分野で二つの協力が可能 

 

今後、日本とブラジルが環境分野で協力する

場合に、2つの形の協力が考えられます。 

1 つは、ブラジルでいま実は、 大のＣＯ２

の排出源は何かと申しますと、森林の減少なの

です。70％は森林の減少が原因だといわれてい

ます。すでに、日本はブラジルに対して地球環

境衛星の「だいち」（ＡＬＯＳ）の画像を提供

していまして、アマゾンの森林における違法伐

採の取り締まり活動に活用してもらっています。

というのは、このＡＬＯＳという衛星は、雲の

下の違法活動を監視できる唯一のシステムなの

です。したがいまして日本が衛星の画像ととも

に画像の解析技術を、いまブラジルに移転中で

ございます。 

ブラジルという国は、衛星による熱帯雨林の

監視の体制を持った、世界で唯一の熱帯雨林保

有国でして、将来的には、日本とブラジルが一

緒に、ほかの国の熱帯雨林の保全のために協力

することも考えられると思います。 

 

グリーンＷ杯、グリーン五輪に日本の省エ

ネ技術を 

 

それからもう一つ、ブラジルで環境分野の協

力として有望なのは、日本のすぐれた省エネ技

術、環境技術をブラジルに導入して、ブラジル
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のいろいろなノウハウと組み合わせて、ブラジ

ルで活用し世界に提供するということです。こ

の関係で、特に注目されるのは、2014年のワー

ルドカップ、それから 2016年のオリンピック。

ブラジルは、ともにグリーンワールドカップ、

グリーンオリンピックにしようとしているわけ

ですね。日本はこういった分野でさまざまなノ

ウハウを持っていますので、アイデアの提供を

含めて、これから日本の役割は少なくないので

はないかと思っております。 

電力分野も非常にポテンシャルの大きい分

野です。ブラジルのことしの経済成長率は 7％

を超えると予想されていますし、この勢いは、

――７％成長はちょっと難しいかもしれません

けれども――高成長は、少なくともワールドカ

ップ、オリンピックまで続くでしょうし、さら

にその後数年間は続く可能性が非常に高いと思

います。 

ということは、電力に対する需要が非常に高

いペースで伸び続けるということです。ブラジ

ルは、これからも水力発電中心、その他の電力

ソースはバックアップ、という形で電力の供給

をやっていく政策です。やっぱり水力発電所と

いうのは、だんだん環境許可が取りにくくなっ

てきている問題がありまして、ほかの電力ソー

スも、これから重要になっていくのではないか

と思います。したがいまして原子力発電、それ

からスマートグリッドなどで、日本にとってブ

ラジルと協力する機会が今後出てくるのではな

いかと考えられます。 

石油開発ですけれども、これもまた非常に有

望な分野です。ブラジルが現在、世界で 大の

海底油田開発計画を進めています。ブラジルの

石油公社、ペトロブラスの向こう 5年間の投資

計画は、総額 2,200億ドル、ということは、マ

レーシアのＧＤＰとほぼ同じ金額です。 

我が国にとって魅力的なビジネスオポチュ

ニティーがいろいろございます。例えば、海底

油田の掘削船、それから、洋上生産設備、それ

ぞれ1隻で5億ドルから10億ドルということが

いわれているわけですけれども、そういった点、

非常に魅力的なビジネス機会になっていますし、

すでに日本の企業でその分野に参入していると

ころも複数あります。それから製油所に対する

ニーズもこれから出てくると思われます。 

特に石油関係で我が国のすぐれた技術を活

用する分野としては、天然ガスの液化の技術で

はないかと思われます。今後、深海底油田で、

石油の生産が進むと随伴ガスがどんどん出てく

るわけですね。それをそのまま空中に放出する

と、深刻な環境問題になりますので、オフショ

アで天然ガスを液化するのが今後重要な課題に

なると思われますけれども、ここでも日本の技

術の果たす役割があるのではないかと思います。 

それから、宇宙開発も非常に有望分野でござ

います。８月の末に日本から官民合同の宇宙ミ

ッションが来たところですけれども、一言でい

えば、ブラジルは、衛星に対する実需は非常に

大きいということですね。国土の面積が日本の

23倍もあるので、例えば、森林保全、あるいは

資源探査、あるいは海洋のモニタリング、そう

いったもののためにどうしても衛星を使わなく

てはならないのです。飛行機ではとても追いつ

かないということで、非常に大きなニーズがあ

るということです。 

 

双方にメリットがある科学技術協力 

 

科学技術協力における日本とブラジルの協

力関係を、簡単に総括しますと、こういうこと

になるのではないかと思います。 

日本とブラジルの間で、日本の科学技術力を

活用した協力のポテンシャルというのは、無数

にあるということです。それで、双方にとって

非常にメリットがあるということなのですね。

日本の場合は、非常に高度の科学技術力を持っ

ていますけれども、その応用分野、それから実

際のフィールドが限られている問題があります。

したがいまして、そのために研究のための研究

になるリスクが常にあるわけです。 

ブラジルは、これに対していろいろな分野で

ニーズが存在する。したがいまして、さまざま

な分野で、日本の 先端技術をブラジルで応用

して、日本の技術にさらに磨きをかける、さら

にこれをビジネスにつなげていく機会が、無数
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にあるのではないかと考えられるわけです。 

ここでもう一つ重要なポイントは、ブラジル

は日本の科学技術の受け皿になり得る優秀な技

術者、科学者が多数いるということです。日本

の大学の博士号を持ったブラジル人というのは、

結構いるんですね。日系に限らず。非常に多い

のです。 

もう一つ重要な点は、ブラジルの主要大学に

おける理工系の学生の 20％以上は日系人だと

いわれています。これはある意味で日本にとっ

て、ほかの国にない好条件ではないかと思われ

ます。 

 

リオーサンパウロ高速鉄道は目玉プロジ

ェクト 

 

リオ－サンパウロ高速鉄道については、日本

の国内でかなり関心が持たれているようですの

で、ちょっと 近の状況についてご報告したい

と思います。 

このリオ－サンパウロ高速鉄道計画は、いま、

ブラジル政府が手がけているインフラプロジェ

クトの中で、断トツに規模が大きいプロジェク

トでして、これは目玉中の目玉です。もし、日

本がこのプロジェクトを落札すれば、日伯協力

市場、 大の案件になるプロジェクトです。も

し日本が、このプロジェクをとることができれ

ば、両国間の貿易、投資、技術協力、人的交流、

さまざまな分野での協力・交流の起爆剤になる

ことが期待されます。 

それから、あと、日系人のエンジニアがブラ

ジルに 3万人から 5万人いるといわれているん

ですけれども、日系社会の活力も爆発的に増大

するのではないかと思います。高速鉄道プロジ

ェクトは、アメリカとか、ベトナムとか、いろ

んな国で構想が存在しますけれども、ブラジル

のプロジェクトは一番具体化が進んでおりまし

て、すでに 7月に入札公告が行われています。

もし日本連合がブラジルで落札に成功すれば、

ほかの高速鉄道プロジェクト獲得の一つの足が

かりにもなると思われますので、極めて重要な

プロジェクトです。現在、日本の官民が密接に

連携して、先般、公表された入札文書のスタデ

ィーを鋭意進めているところでございます。 

 

ブラジルの情報共有が日本では不十分 

 

後に、日本とブラジルの関係のあり方につ

いて、私のちょっと感想めいたコメントになり

ますけれども、私の個人的なコメントをいくつ

か申しあげたいと思います。 

一つは、新興国外交とブラジルということで

ございますけれども、我が国においても、 近、

ようやく総論レベルのブラジル重視論がみられ

るようになっています。それだけでも隔世の感

があるわけですけれども、まだ各論がちょっと

弱いのではないかなという感じがいたします。

中国とかロシアに関しては、書籍が無数に日本

で出版されていますし、 近は、インド関係の

書籍がふえていますけれども、まだブラジル関

係は、それに比べると極端に少ないという感じ

がいたします。 

ブラジルが、非常に自然に恵まれた国である

こととか、無数のビジネス機会が存在すること

とか、世界一の親日国であることとか、日本で

情報の共有が十分行われてないという感じがい

たします。その辺のところ、もう少しオールジ

ャパンで考える必要があるのではないかと考え

ております。 

先ほど申しあげましたように、ブラジルは、

国際舞台においても、日本と主要な問題、例え

ば安保理改革とか、核軍縮とか、気候変動等で

日本に考え方が近いので、そういう観点からの

ブラジルの重要性をもう少し考える必要がある

のではないかと思います。 

2 番目は、私、39 年半にわたり、6 カ国の大

使館で勤務しまして、いろいろな外交活動を行

ってきたわけですけれども、強く印象に残った

ことが一つあります。それは何かと申しますと、

私の専門分野の中南米だけではなくて、アジア、

中東、アフリカなどの外交官とつき合っていて

も、日本に対する絶大なる信頼感こそが、日本

の 大のアセット（資産）であると、たびたび

感じたことであります。多くの国で、日本はほ
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んとに、自分たちのためを思っていろいろ協力

してくれているんだと思ってくれていると、何

度も感じたことがございます。 

 

日本に対する信頼感が最大のアセット 

 

こういう高い対日評価は、各国の発展におけ

る日本のオールジャパンとしての貢献によると

ころがもちろん大きいわけでありますが、我が

国の非常に洗練された文化、あるいは日本人の

誠実さということに対するあこがれと高い評価

によるところが少なくないのではないかと思い

ます。私は、日本の総合的ソフトパワーは依然

として世界でトップクラスであると思います。 

ブラジルにおいては、日本のこういったソフ

トパワーの発揮において、日系人が非常に大き

な役割を果たしてきています。そして、先ほど

申しあげましたように、経済関係においても、

日系人が大きな役割を果たしています。それで、

日系人が活躍する分野は、 近、急速に拡大し

ています。また、厚みも増しています。 

現在、約 400人の日系人が、ブラジリアの中

央官庁で勤めているといわれています。10 年、

20年もすれば、おそらく各省の次官、局長クラ

スに日系人がずらっと並ぶのではないかと私は

思っております。また外務省だけでも、いまお

そらく日系人は 30～40人いると思いますので、

20 年か 25 年ぐらいかかるかもしれませんが、

ブラジルの大使の 3分の 1とか4分の 1は、日

系人だと、そういう時代になるかもしれません。 

 

新しい日系エリートとのパイプづくりが

課題 

 

日系のＣＥＯも、今後、次々と出てくると思

います。例えば、マイクロソフト社の極東支配

人は、ブラジルの日系人であります。それ以外

にも、行政、政治、司法、経済、言論の各界で

活躍する日系エリートがふえることは確実であ

ります。したがいまして、今後、我々にとって

非常に大きな課題は、こういった新しい日系エ

リートとの間のパイプづくりと、それから連携

ではないかと思っています。これから対ブラジ

ル外交において、 重要課題になっていくので

はないかと思っております。 

それから、 後の点でございますけれども、

ブラジルに対する日本国内の注目が、格段に高

まったことは事実としても、先ほど申しあげま

したように、依然、総論レベルの議論にとどま

っているということでございます。その原因は

何かというと、やっぱり情報・知識が不足して

いる、大きなギャップがあるということではな

いかと思います。残念ながら、ちょっとブラジ

ルは遠いとか、ちょっと治安が悪いとかいった

理由で、ブラジルを敬遠する日本の方が依然と

して少なくないような気がいたします。 

そういう意味で、やっぱりブラジルをみたこ

とがない方々には、一度でもいいから、24時間

以上の長旅に耐えていただく必要はありますけ

れども、ぜひ現地を訪問していただきたいと思

います。決して後悔されることはないと思います。 

近、多くの官民の関係者、あるいは企業ミ

ッション、官民のミッションの方々がブラジル

に来られています。千客万来という感じであり

ますけれども、皆さん、興奮ぎみに日本に帰っ

ていかれます。ブラジルという国の潜在力と親

日ぶりを理解するのには、１回の訪問だけで十

分でございます。それが 4年間のブラジル勤務

の結論でございます。（拍手） 

 

≪質疑応答≫ 

 

司会（小此木潔・日本記者クラブ企画委員）

豊富な経験に裏打ちされた内容の深いお話をあ

りがとうございました。ブラジル、そして日伯

関係への愛情に満ちたお話の数々、そして今後

の日本とブラジルの関係、あるいは日本の将来

についても大変示唆に富んだお話として興味深

く伺いました。これを機に、新聞、テレビ等に

出演されて、情報のギャップを埋めていただく

お仕事をさらになさっていただきたいのですが、

この記者会見も、まずはその第1回目というこ

とで、ありがとうございます。 
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私からまず 3点ほどお尋ねします。ブラジル

は、先ほど島内さんがおっしゃいましたように、

“永遠の未来の大国”といわれ続けて、それが

ここへ来て、本当に、今日の大国として浮上し

てきた。その 大の原因というのは何だったの

かというのが、ちょっとわかってない部分があ

りまして、その理由をお聞かせいただけたらと

思います。 

 

カルドーゾ、ルーラ政権のインフレ抑え込

み成功が浮上の理由 

 

島内大使 これは、ブラジルの場合は、“永

遠の未来の大国”といわれたのですけれども、

やっぱり巨大なポテンシャルを持っているのに、

どうして発揮できないのかと、そっちのほうが

世界の七不思議の一つだったといってもいいだ

ろうと思うんですね。結局、90年代にカルドー

ゾ大統領という大統領が出てきて、徹底的にイ

ンフレの抑制を優先した、健全経済運営、健全

財政政策を一貫して実施したわけですね。それ

がルーラ政権になっても――当初は不安が持た

れていたわけですけれども――ルーラ大統領も、

非常に賢明な人で、その政策をそのまま踏襲し、

インフレを抑え込むことに成功したということ

が、ほかの面でもいろいろ今日の非常な経済の

好調をもたらしたということなのではないかと

思います。 

司会 もう一つですが、日本との関係ですね。

日系人の長年にわたる貢献等もあって、日本に

対しては高い評価があるということで、 近、

暗い話が多いのでうれしくなっちゃうんですが、

その関係を土台に、さらに日本との関係をよく

していくために、包括的な関係について、戦略

的関係とか、日伯共同体じゃないですけれども、

ＦＴＡとか、何かそういうフレームワーク、枠

組みをやっていく構想はあるんでしょうか。 

 

首脳外交を再開し大きな枠組み構築を 

 

島内大使 現時点では、残念ながら、そうい

う包括的な構想のようなものはないのですけれ

ども、私の個人的な意見ですが、もうそろそろ

考えなければいけない時期に来ているのかなと

いう感じがいたします。 

日本の総理が 後にブラジルを訪問したの

は、2004年の小泉総理のブラジル訪問でござい

ます。6 年半も総理の訪問がございません。そ

れからルーラ大統領が日本に来たのは 2005 年

でございます。ですから、二国間訪問もそれが

後です。洞爺湖サミットで、2008年に来てい

ますけれども、二国間訪問は、結局日本には１

回しか来てないということです。できるだけ早

い時期に、首脳外交を再開していただくことが

一番重要なのではないかなと。その際、大きな

協力の枠組みを両方で話し合って構築していく

ことが必要なのではないかなと私は思っており

ます。 

司会 質問の第3ですが、為替戦争になっち

ゃいけないよとか、もうなりかけているんじゃ

ないかという警鐘を、ブラジルの財務大臣が鳴

らしていたように思います。ブラジルとしては、

日本の円高と同じような、通貨高で競争力に響

いて困るという事情があるんでしょうけれども、

来月のソウルでのＧ20首脳会議等で、ブラジル

は、どのような主張をしてくるんでしょうか。

国際的な枠組みで、為替安定を図れというよう

なことが世間でいわれておりますが、そういう

ようなアプローチなんでしょうか。 

島内大使 ちょっと 近、ブラジルの関係者

と話をしていませんので、Ｇ20に向けてブラジ

ルが具体的にどういうことを考えているのかよ

くわからないんですけれども、やっぱり、日本

とブラジルはある意味で似たような立場に立た

されているのだろうと思いますね。 

ブラジルのレアルと円の関係をみますと、ほ

とんど変わっていないんです。これだけ円高が

進んでも、レアルとの関係は、大体１レアル 50

円ということで、ほとんど変わってないわけで、

そういう意味で似たような状況に置かれている

ということです。 

ただ、両国の財務当局の間で、どういう話し

合いが行われているか、ちょっと私、把握して

おりませんので、その辺は想像で申しあげるこ
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とは差し控えたいと思いますけれども、いずれ

にしてもブラジルは日本と似たような立場に置

かれているので、両政府間の対話というのは、

そういう意味でも非常に重要なのではないかな

というふうに考えております。 

 

将来は移民受け入れ国になる 

 

司会 それでは、会場の皆さんから質問をお

願います。 

質問 ブラジルから日本に働きに来ている

日系人が大勢います。この人たちを送り出すブ

ラジル政府の政策並びに受け入れる日本政府の

政策についてうかがいます。 

島内大使 ご承知のとおり、リーマンショッ

クの直後、日本の製造業を中心に、多くの在日

ブラジル人が解雇されまして、多くの方が非常

に困難な状況に陥られたことは、記憶に新しい

ところであります。 

日本政府は、非常に早いタイミングで在日ブ

ラジル人に対するさまざまな支援措置、再就職

のあっせんとか、あるいは帰国支援とか、市場

教育とか、いろいろな面で支援措置を打ち出し

たわけですけれども、それに対して、ブラジル

政府は非常に高く評価してくれています。 

彼らにいわせると、リーマンの直後、ほかの

国でもそこで働いているブラジル人は、同じよ

うな目に遭っているわけですね。あるいはもっ

と厳しい状況に置かれていたわけですけれども、

このように、政府がきちっと救援策、救済策を

やってくれたのは日本だけであるということで、

非常に高く評価された。しかも、閣僚レベルか

ら、そういう謝意表明があったということを、

ご紹介しておきたいと思います。 

ブラジルは、何か移民創出政策というのがあ

るかというと、おそらくないんだろうと思うん

ですね。ただ、日本と同じように、在外にいる

ブラジル人が困難に陥った場合は、やっぱり領

事部門の仕事として支援をする、ということで

やっているのだろうと思います。 

これは私の個人的な予想でございますけれ

ども、ブラジルは、先ほど申しあげましたよう

に、出生率が急速に低下していますので、将来

的に、労働力の不足に陥るおそれがあるのでは

ないかと思います。したがいまして、長い目で

みれば、海外に出稼ぎに行くブラジル人の数と

いうのは減るのではないか。それからむしろ、

外国から、ちょうどアメリカのように移民を受

け入れる国になるんじゃないかとすら思ってい

ます。現に、すでにサンパウロには、ボリビア、

ペルー、あるいはパラグアイなどから――おそ

らく不法滞在だと思いますけれども――労働者

が流入しているという話を聞いております。 

質問 民主党政権で、日伯関係を強固なもの

にしていくための動きはありますか。 

島内大使 政権交代後、いろいろ国際会議に

おいて首脳会談が行われていますけれども、二

国間訪問は、首脳レベルでは行われていません

し、閣僚レベルでも、１回だけだったと思いま

す。それは、理由がありまして、去年までは日

本の選挙、ことしになっては日本とブラジル両

方での選挙もあって、なかなか相互訪問する余

裕がお互いになかったということだと思います。 

したがいまして、ブラジルの大統領選挙の結

果が出れば、私は二国間の首脳レベルの外交、

さらには閣僚レベルの相互訪問の環境は整うと

思いますし、それから、訪問を実現すべき理由

は、事欠かないと思います。 

 

どちらが勝っても中道左派政権 

 

質問 大統領選挙で、2 人の候補のどちらが

勝ったらどのような政策的な変化が起きて、ど

のような展望になっていくか、見通しを聞かせ

てください。 

島内大使 結論からいえば、まずは日伯関係

についていえば、2 人とも対日重視政策を打ち

出すと思います。まずジルマ・ルセフさん、与

党の候補につきましては、2008年の日本人移住

100 周年のときに、日本でも式典をやりました

けれども、そのときに、ルーラ大統領の名代と

して式典に出席したわけです。ということで、

訪日経験は複数ありますし、非常に実務能力の
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高い人なので、日本のよさをよくわかってくれ

る人なんですね。したがいまして、必ず日本重

視路線になるのではないかと思います。 

それから、デジタルテレビ日本方式を決めた

ときも、やっぱり彼女は日本方式を支持してく

れたという話もございますし、ジルマ政権がも

し実現すれば、いい関係を結ぶことができると

思います。 

それから、元サンパウロ州知事のセーラ候補

ですけれども、ご承知のとおり、セーラさんは、

サンパウロ州出身の政治家でして、ブラジルに

いる 150 万人の日系人のうち、100 万人はサン

パウロ州、それから 40万人はサンパウロ市にい

るわけですね。ですから、もう若いときから、

日系関係と非常に深い関係にある政治家であり

まして、訪日歴も、何度かあると思います。し

たがいまして、セーラさんも、日本との関係を

重視することは間違いない。 

いずれにしても、日本とブラジルの関係とい

うのは、政権の交代によって影響されないよう

な、非常に重要な関係になっているということ

でもあると思います。 

どういう政策的な違いがあるかということ

ですけれども、いろいろ各論についてはそれぞ

れ違う持ち味を発揮することになると思います

けれども、特に経済政策においては、基本路線

が大きく変わることはないと思います。したが

いまして、健全財政路線、健全経済運営は、両

者とも堅持すると思います。それから、ルーラ

政権は、先ほど申しあげましたように、貧困層

に対する支援として、給付金を 1,200万世帯に

配っているわけですけれども、セーラ候補も、

自分が大統領になった場合、この制度はちゃん

と維持するといっていますので、社会政策面で

も、大きな違いは出てこないのではないかと思

います。 

いずれの候補が勝っても、中道左派政権とい

うことで、大きなイデオロギー的な違いはない

ということがいわれています。 

質問 いまやＢＲＩＣｓは古くて、ＩＢＳＡ、

インド、ブラジル、サウスアフリカが日本の友

達だというらしいんですけれども、そのために

は、新幹線がぜひブラジルに引ければいいと思

うんですが、こういうことをやればいいという

のがあれば教えていただければと思います。 

島内大使 いやあ、むしろ教えていただきた

いんですけれども……。 

私は、これは個人的な確信ということなんで

すけれども、ブラジルは、日本の技術が一番い

いということはよくわかっているんだろうと思

います。ですから、彼らは繰り返し、入札には

必ず日本に参加してほしいというわけです。 

あとは、今後の展開次第ということだろうと

思います。これと、これと、これをやれば必ず

とれるというメニューを、いま案をつくれとい

っても、ちょっと私は思いつかないのです。い

ずれにしても、すでに入札公告は行われたわけ

でありますが、ちょっとカメラの前でこういう

ことをいっていいのかどうかわからないんです

けれども、ブラジルは、非常にフレキシブルな

国でございまして、あらかじめ決めたスケジュ

ールどおりになるとは限らないわけです。です

から、いろんなシナリオが考えられる。 

もう一つは、やっぱり日本の技術に対する高

い評価が、新幹線に限らず全般的にあるという

ことで、我が国は一定の比較優位があるのでは

ないかということだろうと思います。これは全

く答えになっていませんけれども。（笑） 

 

力が落ちた土地なし農民運動 

 

質問 ブラジルは土地なし農民、あるいは土

地なし階層が随分強いとか、ルーラさんはその

支持を受けて当選したとかいわれていましたけ

れども、現状はどうでしょうか。日系人の人が、

アマゾンの地方で、ブラジルの土地なし農民の

人たちに土地を占拠され、自分らが営々と築き

あげた財産が、もう何の手の打ちようもないと

いう話もテレビで聞きました。 

島内大使 日本の企業が被害に遭ったとい

うケースがいくつかありまして、当然のことな

がら、支援の要請があれば、我々はできる限り

のことをすることにしているわけです。土地な

し農民問題、ＭＳＴの問題ですけれども、この
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土地なし農民というのはルーラ政権の支持基盤

であることは事実なんです。ただ、ルーラ政権

が貧困層に対する給付金を配るといった、そう

いうきめ細かい社会政策を始めたことによって、

土地なし農民運動は、存在理由そのものが危う

くなっている面があるんですね。 

したがいまして、ルーラ政権下で、かえって

影響力が落ちたといわれております。それで、

かえって一部過激化して、それが世論の非難を

浴びる形になっています。ということで、やは

りルーラの 8年間で、かなり勢力が落ちたんじ

ゃないかと思います。 

質問 ブラジルの鉄鋼業としてみればわか

るんだけれども、実際は、ウジミナスが新日鉄

の子会社になっているし、ミッタル社が、もう

一方を押さえているし、そういう状況を、ブラ

ジルの人はどう受けとめているんでしょうか。 

島内大使 その辺、ちょっと各社の生産量と

か 近の数字をみておりませんけれども、アル

セロール・ミッタルは一時期すごい勢いだった

わけですが、やっぱりリーマンショックで、か

なり勢いがなくなったという感じがいたします

ね。 

ウジミナスは、ご承知のとおり、いま新日鉄

が筆頭株主になっているんですけれども、基本

的には、技術的にも非常にすぐれたものを持っ

ていますし、ブラジルの国内市場において、そ

れなりの存在感を発揮しているということだろ

うと思います。 

質問 近のブラジル経済、国全体が非常に

活性化してきたのは、やっぱり教育ということ

で、ブラジルが努力したのかどうか。日本が協

力すべき教育問題というのはあるのか、教育問

題についてお尋ねしたいと思います。 

島内大使 それは非常に重要な点でござい

まして、ブラジルでもその辺、 近、特に経済

が好調の度を増す中で、強く意識されるように

なっているところです。 

端的な例は、技術者の不足なんですね。それ

で、エンジニアが全部で 160万人不足している

という新聞記事をみたことがありますけれども、

こういった専門家の不足の問題が起きているの

は、やっぱり教育に問題があったからだという、

そういう批判もなされるようにはなってきてい

ます。したがいまして、これから教育問題、特

に初等教育を含めて、ブラジル政府はこれから

ますます力を入れていくことになるのではない

かと思います。 

それで、日本として何かできないかというの

は、私、非常に重要なポイントだろうと思うん

ですね。むしろいろいろアイデアをいただけた

らなと思っているんですけれども、これは全く

私の個人的な思いつきで、役所としての正式な

意見ではないですけれども、例えば、日本の団

塊の世代の技術者、エンジニアをブラジルに派

遣して、ブラジルのエンジニアの養成に当たる

ことがあったら、非常に先方のニーズにぴった

り合致しているのではないかなという感じがし

ているところでございます。 

ただ、やっぱり距離の問題とか、言葉の問題

とか、治安の問題とかいろいろあって、なかな

か実現は容易ではないかもしれませんけれども、

そういうことが実現できればいいなあと、それ

は日本としての役割はあるんじゃないかなと考

えたこともございます。 

司会 それでは、これで終わりたいと思いま

す。お忙しい中、まことにありがとうございま

した。（拍手） 

（文責・編集部） 



数字で見るブラジル

人口
１億９千４百万人（世界第５位）

面積
８５１万k㎡（同上）

＜農産物＞～世界一の純輸出国
潜在的耕地面積 ＋２億ﾍｸﾀｰﾙ
→世界最大の農業生産ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ
輸出１位の品目（2007年）
砂糖、コーヒー、エタノール、タバコ
オレンジジュース、牛肉、鶏肉、大豆

生産量上位の主要品目（2007年）
1位：粗糖、コーヒー、オレンジジュース
２位：ｴﾀﾉｰﾙ、大豆、牛肉、鶏肉、タバコ
３位：トウモロコシ、豚肉

＜鉱物資源＞
鉄鉱石（生産量２位）
ボーキサイト（生産量３位）マンガン（同５位）
レアメタル
ﾆｵﾌﾞ：埋蔵・生産１位、ﾀﾝﾀﾙ：埋蔵１位･生産２位
レアアースの潜在性にも大きな期待
ウラン（確認埋蔵量６位：世界1位の可能性）
＜再生可能エネルギー＞
エタノール（輸出量1位、生産量２位）
風力（潜在力１４万メガＷ､三峡ダムの７倍）

持続可能な成長を可能とする潜在力
・圧力とならない適度な人口 →輸出余力拡大・内需主導型経済の実現
・消費旺盛な上・中間層市場：人口約１億１千万人 〈世界の４分の１）
→薄型TV市場 2010年見込：７５０万台
→自動車販売台数 2010年３４０万台。世界4位見込

・高い技術吸収力と戦略分野の最先端技術
→航空機生産台数（エンブラエル社）：小・中型ジェット機 世界シェア４１％
→深海油田操業世界１位 ペトロブラス社
→風力発電用ブレード（TECSIS社）：世界シェア１５％ 2位

主要経済指標
成長率 2010年 ７～７．５%
失業率 ６．７％（02年以来最低）
外貨準備高 ２６８０億ドル
物価上昇率 ５％前後(10年見通し）
政策金利 １０．７５％

◇世界の熱帯雨林の３分の１ ◇世界の陸水資源の２０％を保有
◇野心的な気候変動対策:20年ＢＡＵ比約4割、 05年比15％削減

水力・ｴﾀﾉｰﾙを中心にｴﾈﾙｷﾞｰ源の４６％は再生可能資源

多様な大規模ビジネスチャンス
ワールドカップ・オリンピック・インフラ
全体 約800億ドル

高速鉄道 約２００億ドル
都市交通・モノレール約６０億ドル

大規模深海油田発見
生産量08年15位→ 20年5位？
ペトロブラス投資5カ年計画：

→２２００億ドル

今後の世界経済に不可欠な資源を豊富に保有するブラジル




